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　皆さんは四日市が好きですか。
　「愛着がある」「誇りを持っている」という人もいれば、
「あまり考えたことがない」「仕事の都合で引っ越して来
ただけ」という人もいるかもしれません。
　好きな人にはもっと好きになってもらいたい、好きで
ない人には好きになってもらいたい、そして市外の人に
も伝えてほしい。
　本市は、市民の皆さんと共に、市の魅力を創造し、磨
き上げ、広く発信していきたいと考えています。
　本市が市内外の人に選ばれるまちになり、今後も発展を
続けていくためには何が必要か、一緒に考えてみませんか。

　皆さんは四日市が好きですか。

「四日市って、
いいね」

～選ばれるまちを目指して～
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ぜ「選ばれるまち」になる必要があるのかな？

人口を増やす取り組みが必要

本市への人の流れをつくる
　現在、「ひと」や「しごと」が東京を中心とした首都圏に集中する傾向にあります。地方の衰
退を防ぐため、その流れを是正し、地方に分散する必要性が指摘されています。
　本市が継続的に発展していくためには、厳しい都市間競争に打ち勝って、「選ばれるまち」
として、本市への人の流れをつくっていく必要があるのです。

良いまちだから
住み続けたい

良さそうなまちだから
行ってみたい・住んでみたい

市民の皆さん 市外の人たち

■四日市市の人口の見通し
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こんなふうに
思ってもらえるように

なりたいな！

　全国的に人口減少・少子高齢化が進んでおり、本市も例外ではありません。
　人口減少は、経済やまちの活力の衰退につながる可能性があることから、国では、出生率
の改善を図る取り組みを進めようとしています。
　本市では、産業振興による雇用の場の確保や子どもを産み、育てやすい環境づくりを進める
とともに、本市の魅力や住みやすさを広く情報発信することによって、人口増を目指しています。

四日市市の目標
国の想定に社会増（※）を上乗せ
２０６０年 ２８万人

ここを目指します

※人口増加には、出生数と死亡数の差
による「自然増」と、人口流入数と流
出数の差による「社会増」があります

国の想定（出生率の改善）を
適用した場合
２０６０年 ２６万人

このまま減少した場合
２０６０年 ２２万人
（国立社会保障・人口問題
研究所のデータに基づく
人口推計）
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4

　昨年実施した市政アンケートで、本市の魅力について伺ったところ、「自然」「住みやすさ」
「立地・交通・インフラ」「産業」「歴史・文化・伝統」などのご意見をいただきました。
　市外の人にとっては、「コンビナート」や「公害」のイメージが強い本市ですが、鈴鹿山脈や
伊勢湾、里山や茶畑など、豊かな自然に恵まれ、産業の発展と環境改善の両立を図るまちづ
くりも本市の大きな「強み」です。
　本市は、「日本の真ん中」という立地条件や四日市港の存在、道路交通網の充実など、恵
まれた環境にあります。そうした背景の中で、多くの人を雇用する多様な産業が集積し、全国
屈指の産業都市として発展してきました。
　工場夜景や世界最新鋭のプラネタリウム、ユニークな全国規模の音楽コンクールなど、新
たな文化的魅力も含めて、総合的な「住みやすさ」につながっているのではないでしょうか。

ころで、四日市の「魅力」や「強み」って何だろう？と

　本市では、多様な産業集積や都市的な魅力を十分活用し、優位性をさらに伸ばすことで人
口減少傾向に歯止めをかけ、交流人口の増加、ひいては定住人口の増加につなげる取り組み
を、「地方創生総合戦略（四日市市まち・ひと・しごと創生総合戦略）」としてまとめました。
　この戦略では、４つの基本目標を設定しています（下図）。戦略に基づいた具体的な取り組
みは、今年度の「広報よっかいち」上旬号の「四日市ＰＬＵＳ」のページで紹介していきます。
（３回を予定し、１回目は今月号8ページに掲載）

位性をさらに伸ばし、まちに活力を！優

　妊娠・子育ての負担軽減や相談体制の充実を図って、移住・住み替えも支援するよ。
　ワーク・ライフ・バランスの普及啓発にも取り組んで、出産や子育てに前向

きになれる地域社会づくりを進めるんだ。
　福祉や医療を充実させて、安心して住み続けられるようにすることも大事だね！

産業都市として
日本のものづくりを
リードし、さらなる
発展を築く

四日市市の魅力を
磨き、交流人口を

増やす

子育て環境を
整備し、地域の
多様な能力を
生かす

地域で支えあい、
安心して

住み続けられる
まちをつくる

基本目標1

基本目標4

基本目標2 基本目標3

　本市は、職場と住居を共に供給できるから、産業の活
性化が定住人口の増加につながるよ。

　魅力を磨いたら、効果的に情報を発信し
て、本市をＰＲするんだ。中心市街地の整備

にも力を入れて、新たな魅力もつくりたい。そして、
たくさんの人に来てもらいたいな！
　都市イメージを変えるこ
んな取り組みもしているよ！

全国ファミリー
音楽コンクール



55

東京などの大都市圏でイベント
を開催し、注目度を高めます

地場産品の交流の場で
の利用や、贈答としての
利用を推奨します

無料で利用できる公衆Ｗｉ-Ｆｉや、デ
ジタルサイネージ（電子看板）を中心
市街地に整備するなど、情報発信
の手段を充実させます

　地方創生総合戦略の「基本目標４ 四日市
市の魅力を磨き、交流人口を増やす」ために
は、本市の魅力を市内外に効果的にＰＲして
いくことも必要です。
　そこで、市民の皆さんが本市の魅力を知
り、自分のまちを誇らしく思っていただくととも
に、その魅力を広く発信し、都市イメージを高
めていくことを目的として、「四日市市観光・
シティプロモーション条例」を制定しました。

●「市の責務」とともに、「市民の皆さんや事業者などの役割」も明記したよ。
地域の資源（自然・文化・産業・特産品など）を利活用して、来訪者に温かい
おもてなしの心で接したり、魅力の創造・発信の役割を果たしたりしてもら
いたいんだ！
●萬古焼、お茶、地酒など、地場産品の利活用をしっかり推進するよ！
●市民の皆さんの「誇り」や「おもてなしの心」を育んでいくために、情報を提
供して、一緒に取り組んでいくよ！

果的なシティプロモーションが必要！
条例を制定 シティプロモーションとは？

効

　「シティプロモーション」と聞くと、難しいイメージがあるかもしれません
が、要は、「自分の住んでいるまちを好きになって、周りの人たちにも教
えてあげる」ということです。
　四日市の魅力や強み、良いところを知って、友人や知人、親戚の人など
に教えてあげていただけませんか。皆さん一人ひとりが情報を発信してい
ただくことで、大きな効果につながります。

さんもできます！シティプロモーション！皆

ドラマ仕立てで本市
の魅力を発信します
シティプロモーション映像
「四日市物語」

　条例の目的を達成していくため、平成
28年度から32年度の5年間を計画期間
とする、「四日市市観光・シティプロモー
ション戦略」を策定しました。この戦略に
基づき、さまざまな施策を推進します。

具体的には何をするの？

条例の主な特徴を
紹介するよ！

［取り組みの例］

City（都市）+Promotion（推進・奨励）
　一般的に、観光の振興、住民の愛着心の
形成、自治体の知名度向上など、多様な意
味や目的をもって使用される言葉です。
　本市のこの条例では、シティプロモーショ
ンを「地域資源に対する市民等の誇りの醸
成を基礎として、地域の魅力を創造し、磨き
上げ、発信することによって、都市イメージ
の向上を図る活動」と定義しています。
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You Tubeで配信中

　本市では、知名度向上と観光振興、魅力のPRを図ることを目的として、「観光大使」の制
度を設けています。さまざまな分野で活躍されている、本市にゆかりの深い人たちに就任をお
願いし、各観光大使が独自のPR活動を展開されています。
　例えば、それぞれのブログやテレビ・雑誌でのインタビュー、コンサート、講演会などの機会
を捉えて、本市の魅力を発信していただいています。

　観光大使の皆さんは、「大四日市まつり」や「消防出初
式」などに参加してくれたり、首都圏などでのシティプ
ロモーションイベントに駆けつけてくれたりしているよ！
　本市のプロモーション映像「四日市物語」の主題歌
は、Ms.OOJAさんが本市のために書き下ろしてくれた
曲なんだよ！もう聴いてくれたかな？

ティプロモーションの心強い協力者「観光大使」

いろいろなイベントに、ご参加いただいています

シ
（平成28年1月1日現在）

プロゴルファー
川村昌弘さん

プロゴルファーに四日市
とんてきや永餅を
紹介しています

タレント
加藤ゆりさん
四日市の
歴史を学んで
ＰＲしたい

DeNAランニングクラブ
総監督 瀬古利彦さん
マラソン人生の基礎と
なった四日市に
感謝の気持ちで
お力になりたい

ミュージシャン
マック中原さん
唯一地元在住の
大使として、

地元密着で面白い
ことを発信したい

お笑い芸人
ニッチェ 近藤くみこさん
たくさんの人に
四日市の良さを
知っていただきたい

落語家
桂福團治さん
落語で四日市の
情景を入れた
人情話がしたい

ふくだん じ

お笑い芸人
ザブングル 加藤歩さん
自分の知らない
四日市の良さも
ＰＲしたい

あゆむ

美容家
伊東香緒さん
食文化に触れて
新たな四日市の
食を発見したい

か お

名古屋グランパス
ＧＭ兼監督
小倉 隆史さん
自分にできることで
四日市に貢献したい

たかふみ

小説家
伊吹有喜さん

萬古焼、冷麦と素麺、
お茶、伏流水の美しさなど
多彩な魅力をお伝えしたい

ゆ き

映画監督
瀬木直貴さん
映画を撮り続けて
いくことで、四日市に
貢献したい

なお き

シンガーソングライター
Ｍｓ．OOJAさん
音楽フェスティバル
「OOJAフェス」を
四日市で開催したい

ミス オ オ ジャ

バイオリニスト
花井悠希さん

学生時代を過ごした
四日市に少しでも恩返し
できるよう頑張りたい

ゆ き

元プロテニスプレーヤー
福井烈さん
スポーツの力で
四日市から日本中に
元気を届けたい

つよし

ボク
も頑張るよ！

漫画家
現代洋子さん
生まれ育った
四日市の魅力を

アピールしていきたい

よう こ

6



You Tubeで配信中

画やドラマで四日市をＰＲ！
「よっかいちフィルムコミッション」
映

「そらんぽ四日市」
の外観
「そらんぽ四日市」
の外観

工夫を凝らした
展示や催しで
お迎えします

　映画やテレビなどのロケを誘致して、本市の経
済・観光振興や地域活性化を目指す組織で、四日
市観光協会・四日市商工会議所・市などで構成され
ています。
　映画やテレビドラマのロケを通じた本市の映像
紹介は、本市の見どころの再発見や全国的な都市
イメージの向上に大きく寄与するものです。ここ数
年、四日市港を中心に非常にロケが増えています。

「よっかいちフィルムコミッション」とは？
　「作品のイメージに合った景観の調
査」「撮影に関する各方面との調整・
許認可手続き」「ロケで必要な宿泊施
設や飲食店の紹介」「エキストラ募
集」など、映像制作者のニーズに適切
に応えていくことで、本市を映像制作
の現場に選んでいただけるよう取り組
んでいます。

どんなことをしているの？

「寄生獣」のロケ 「劇場版MOZU」のロケ

　平成27年3月に「四日市公害と環境未来館」がオープンし、同時に
「博物館・プラネタリウム」がリニューアルされました。この３つの施設の
総称が「そらんぽ四日市」です。オープン以来、市民の皆さんをはじめ、
市外・県外・海外から大勢の人に訪れていただいています。
　産業と環境、歴史や文化、宇宙や科学など、本市を語る上で不可欠
な情報を発信する、本市のシンボル的な施設です。
　とりわけ「四日市公害と環境未来館」は、公害の歴史や教訓を伝える

だけでなく、きれいな空気や青空を取り戻した歩みを紹介することで、「公害のまち」から「環
境改善のモデル都市」へと都市イメージを転換していく役割も担っています。また、プラネタリ
ウムは、世界最新鋭の設備を誇り、本市の新しい魅力となっています。

　今回の特集では、シティプロモーションの必要性や、本市の取り組みを紹介してきました。来
年、市制施行120周年を迎える本市には、長い歴史の中で築き上げてきた、さまざまな魅力や地
域資源があります。これらをさらに磨き、新たな魅力も創造しながら、力を合わせて四日市の未来
を切り拓いていきましょう。

日市を語るならココ！「そらんぽ四日市」四

　　主な映像制作の支援実績
・ドラマ「マザーズ」（中京テレビ）（H26.10）
・映画「寄生獣」（H26.11）
・映画「チョコリエッタ」（H27.1）
・映画「劇場版ＭＯＺＵ」（H27.11）
・映画「さらば あぶない刑事」（H28.1）

ひら

観光・シティプロモーション課 354-8286  FAX 354-8307
広報広聴課 354-8244  FAX 354-3974

政策推進課 354-8112  FAX 354-3974●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は
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4ページで紹介した「地方創生総合戦略（四日市市まち・ひと・しごと創生総合戦
略）」の基本目標に関連する事業を紹介します。いずれも基本目標４「四
日市市の魅力を磨き、交流人口を増やす」につなげていく事業です。

　「まちゼミ」とは、商店主が講師となって、専門知識やプ
ロならではの“こつ”を無料で教える少人数制のゼミのこと
です。ゼミの開催を通して、お店の特徴、店主のこだわりや
人柄を知ってもらい、顧客との信頼関係の構築や販売促
進を図り、地域経済の強化・活性化を促します。

　四日市まちゼミは、2月1日から29日にかけて50店舗55講座
が開催されました。「健康・きれい」、「つくる」、「まなぶ」、「た
べる」といった身近な分野から選べ、「まなぶ」では刃物店で
包丁の研ぎ方を学んだり、「たべる」ではお好み焼き店でふわ
ふわの焼き方を教えてもらったりしました。
　今回の来店者、参加店の声を生かし、次回の開催につなげ
ていきます。

四日市まちゼミ～客と店の新しい触れ合い～

〈美容院で開催された「まちゼミ」〉
編み込み、まとめ髪などを教えてもらいました（2月23日）

　音楽を鑑賞する人にとって欲しい情報の閲覧はもち
ろん、音楽イベントを主催する側の投稿もできるなど、
音楽情報を一元的に収集・発信するホームページを開
設しました。ぜひ、ご利用ください。
　　ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ-ｍｕｓｉｃ.ｉｎｆｏ/

　四日市市音楽情報ステーションは、「全国ファミ
リー音楽コンクールinよっかいち」や「四日市JAZZ 
FESTIVAL」など、音楽のまちとしての第一歩を踏
み出している本市の次の施策として、若い市職員の
提案をもとに始めた事業です。

四日市市音楽情報ステーション～「音楽のまち四日市」に向けて～

HP

すごく分かりやすかったです。
子どもにやってみます

すごく分かりやすかったです。
子どもにやってみます

お客さんの喜びを感じて、
大変うれしかったです
お客さんの喜びを感じて、
大変うれしかったです

皆さん
「音楽のまち四日市」を目 ます！皆さん
「音楽のまち四日市」を目 ます！

地方創生こんなことをしています

提案した
市職員
提案した
市職員

8

市の魅力を磨き、交流人口を増やす
プラス

文化振興課（音楽情報ステーション）　354-8239  FAX 354-4873
●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 商業勤労課（まちゼミ）　354-8175  FAX 354-8307



四日市市・桑名市・菰野町の3消防本部で
共同運用を行う最新鋭の消防指令センタ
ー「三重北消防指令センター」が中消防署
中央分署内（曽井町）に整備され、4月1日
から運用を開始しました。

■通信セキュリティーの向上
　消防救急無線が従来のアナログ方式から
デジタル方式へ変更となることにより、個人情
報などを第3者に傍受されないよう、通信セキ
ュリティーの向上を図りました。
■通信指令機能の強化
　119番通報が発信された場所を特定でき
る「発信地表示システム」や災害現場に最も
近い救急車などを出動させる「車両動態管
理システム」などの導入により、通信指令機
能の強化を図りました。
■３消防本部間の連携強化
　３つの消防本部の通信指令部門を一カ所で
運用することにより、大規模災害などが発生し
た場合でも、早期に出動応援体制を取ることが
可能になります。

三重北消防指令センターが運用を開始

三重北消防指令センターの主な特長 通報受け付け

災害発生地点の決定

三重北消防指令センターが運用を開始三重北消防指令センターが運用を開始

に、つなげるためにに、つなげるためにいち早い出動いち早い出動 つなげるためにつなげるためにつなげるためにつなげるためにつなげるためにつなげるためにつなげるためにつなげるために

皆さんからの
119番通報を受け付け、いち早く出動指令を出し、
的確な現場活動につなげます。

皆さんからの
119番通報を受け付け、いち早く出動指令を出し、119番通報を受け付け、いち早く出動指令を出し、

消防指令センターは
こんなところ

　通報された住所や付近の目
標物などの情報から、災害地
点を特定します。

　119番通報を受信すると、発
信地表示システムとの連携に
より、通報者の位置情報などを
確認します。

出動隊の編成

出動指令
　自動出動指定装置により、消
防署および出動車両に出動指
令を行うとともに、詳細な指令情
報を文書やメールで伝達します。

　災害種別・規模に応じた最適な出動隊を編成します。

出動→現場活動
　出動隊は消防指令セン
ターからの情報を受け、
最短で到着するルートを確認
するとともに、現場では同セン
ターと情報共有を行い、的確な
現場活動を行います。

　消防車や救急車が
迅速に出動するため
には、適切な通報が
大切です。こちらから
場所、事故種別（火災・救急）や電話番号
など順番にお聞きしますので、落ち着いて
お答えください。

１１９番を
かけるときには

情報指令課

塩海 誠
しお み

プラスプラス
三重北消防指令センター

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 消防本部 情報指令課  　325-3119  FAX 325-3118 9
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○国体優勝を目指して
今年から「ラグビー女子７人制」が国体の正式競技に
なります。 パールズは、平成33年開催の「三重とこわ
か国体」での優勝を見据え、県内の女子ラグビーの競技
レベルを底上げするために、昨年７月に結成されたチー
ムです。共通の目標に
向かって、日々全力で
汗を流しています。最
近は、特に高校生以下
の若手メンバーの実力
が伸びていることを実
感しています。

○厳しさの中にある本当の喜び
（伊藤さん）ラグビーを始めるきっかけは、みんなそれぞ
れで、他の競技から転向する人も多いです。私の場合は
バスケからで、積極的に相手へぶつかっていく自分のス
タイルが、ラグビーに通じるものがありました。
ラグビーの醍醐味は、全員で点を取るところにありま
す。みんなでボールをつ
なぎながら決めたトライ
の喜びは「半端ない」で
す。若いメンバーには、
厳しさの中から勝つ喜び
を、見いだしてもらいた
いですね。

○仲間のために「体を張る」
（山本さん）平成17年に日本代表に初めて選出されて以
降、「プロップ」という最前線でスクラムを組むポジショ
ンを担当しています。誰でも得手不得手があると思いま
すが、それぞれのポジショ
ンで役割を果たすことで存
在感を示せます。仲間のた
めに体を張り、それが結果
に結びついた時の喜びは、
言葉では表せません。

○チームは今後さらにパワーアップ
４月からメンバーが増え、チームはさらにパワーアッ
プします。ラグビーを楽しむ心を忘れずに、今後さらに
厳しい練習を積み、チーム一丸となって目標に向かって
いきたいと思います。皆さん応援よろしくお願いします。

VVool.3Vol.377

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
■ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：４月11日〜５月10日

月・水・金・日 ９：30・20：30
火・木・土 12：30・20：30

■ＦＭよっかいちで毎月第２・第４日曜日放送の
「よっかいちわいわい人探訪！」でも紹介します。
放送日時：４月10日・24日 ８：54・14：54

パールズは、小学生から社会人まで幅
広い年代の人が在籍する、県内唯一の女子ラグ
ビーチームです。毎週水曜日と土曜日に朝明高
等学校のグラウンドで活動しています。

女子ラグビーチーム ＰＥＡＲＬＳ（パールズ）

キャプテンの伊藤絵美さん（左）と、
選手の山本さやかさんに話をお聞き
しました。
共に、女子ラグビー日本代表として
多くの国際大会を経験し、昨年の女
子アジアラグビーチャンピオンシッ
プ優勝に貢献するなど、世界の舞台
でも大活躍しています。



５月には伊勢志摩サミットもあ
るし、外国から来る人や四日市のこ
とをよく知らない人に、四日市は過
ごしやすくて魅力的なまちだって思
ってもらえるように、玄関口である
近鉄四日市駅周辺の整備に取り組ん
でいるよん！

アクセスできる所には、目印とし
てボクの広告シールが貼ってある
よ。ボクのシールを見つけたら、
SSID「’ＹＯＫＫＡＩＣＨＩ’ＦＲＥＥ_Ｗ
ｉ-Ｆｉ」に接続してみてね！

接続できる場所や接続の方法につ
いて詳しくは、市ホームページ（■■■HP
ｈｔｔｐ://ｗｗｗ5.ｃｉｔｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.
ｍｉｅ.ｊｐ/ｍｅｎｕ91447.ｈｔｍｌ）を見
てね！
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ホームページ版「四日市公害と
環境未来館」を開設しました

平成27年３月に市立博物館の中に
開館した「四日市公害と環境未来館」
は、先日、開館１周年を迎えました。
開館以来、県内はもとより、県外・
海外からも多くの来館者をお迎えし
ています。
このたび、展示室の様子をインタ

ーネットを通じて見ることができる
「バーチャルツアー」を整備しまし
た。臨場感たっぷりの画面で、行っ

てみたいと思える工夫が満載。当館
ホームページ（■■■HPｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃｉｔ
ｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ/ｙｏｋｋａｉｃｈｉ
ｋｏｕｇａｉ-ｋａｎｋｙｏｕｍｉｒａｉｋａｎ/）
をぜひご覧ください。
ナショナルジオグラフィック

がやってくる
４月23日（土）から、四日市公害と

環境未来館主催の「ナショナル ジ
オグラフィック写真展 地球の真
実」を開催します。世界的自然科学
雑誌ナショナル ジオグラフィック
の膨大なフォトコレクションから、
冒険・探検家の活動記録、圧倒的ス
ケールの大自然や野生動物、科学、

歴史文化など、選りすぐりの傑作作
品を展示します。ご家族やお友達と
お誘い合わせの上、ご来館ください。

「博物館」「プラネタリウム」「四日市公害と環境未来館」の見どころなどを紹介します。
開館時間 ９：30〜17：00（入館は16：30まで）
４・５月の休館日 ４月４日・11日・18日・25日
（いずれも月曜日） ５月９日・16日・23日・30日（５月２日は開館します）

市のマスコットキャラクター「こにゅうどうくん」のコーナーだよ。
今回は、３月１日からスタートしたデジタルサイネージと公衆Wi-Fiサ
ービスについて紹介するよ。
※「ｆａｃｅｂｏｏｋ」「Ｔｗｉｔｔｅｒ」をしているよ。チェックしてね！

→

第13回

岩合光昭「親子のきずな」タンザニア
/NationalGeographicCreative

→

広告シール

３月１日の運用開始式。
田中市長と、画面に映ったパパと一緒だよ！

デジタルサイネージと
公衆Wi-Fiサービスが

３月１日からスタート！
ふれあいモールと市民窓口サー
ビスセンターに、四日市の情報を液
晶ディスプレーでお届けする「デジ
タルサイネージ」が完成！
それと、近鉄四日市駅周辺に、無

料で利用できる公
衆無線ＬＡＮサービ
ス「YOKKAICHI
FREEWi-Fi」を整
備したよ。

四日市公害と環境未来館
（緯354－8065 胃329－5792）

問い合わせ先

観光・シティプロモーション課
（緯354－8286 胃354－8307）

問い合わせ先

→

■■時４月23日（土）〜６月５日（日）
■■所そらんぽ四日市 ４階 特別展示室
■■料大人500円 高大生350円
中学生以下無料

第１回
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→

こんにちは、男女共同参画課です。
平成18年 月 日に「四日市市男4 1

女共同参画推進条例」が施行され、
今年でちょうど10年になります。
そもそも「男女共同参画」とは、

性別に関わりなく誰もが平等に扱わ
れ、社会のあらゆる分野の活動に参
画し、共に責任を担うという考え方
です。条例でも、この男女共同参画
社会の実現を目指しています。

条例施行から10年が経ちますが、
未だ社会には性別による固定的役割
分担意識が残っていて、男女に平等
な参画の機会と待遇が確保されてい
るとは言えません。
意識や価値観は、幼少期から家庭

や学校、地域社会など、育まれる環
境からの影響を受けながら形成され
ていきます。男女共同参画社会の実
現には、私たちの意識や価値観の変
化、そして社会環境の変化も重要に
なってきます。
また、男女共同参画に向けた取り

組みは女性のための施策と認識され
がちですが、その推進は男性にとっ

ても生きやすい社会の実現にもつな
がることを、ぜひ知っていただきた
いと思います。
男女共同参画社会の実現のために

は、市だけでなく、市民、そして事
業者の皆さんの取り組みが必要です。
誰もが能力に応じて力を発揮できる
社会を目指し
て、一緒に取
り組んでいき
ましょう。

→ →

〜男女共同参画推進条例施行から
10年が経ちました〜

「男らしさ」「女らしさ」にとらわれず、「自分らしさ」を見つけるた
めの男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを紹介します。

→

「障害のある人に対する偏見や差
別はいけない」ことは分かっていて
も、結果的に差別的状況を生み出し
ていることもあります。
例えば、イベントを開催する時に、

階段でしか入れない会場では、車い
す利用者の参加が困難な場合もあり
ます。また、音声のみの案内では、
聴覚に障害のある人は情報を得るこ
とが難しいかもしれません。このよ

うな時、スロープを設けて段差を解
消したり、文字による情報提供を行
ったりするなど、状況に応じて対応
することで、差別的な状況は大きく
解消されていきます。
障害者差別解消法では、障害のあ

る人に対して、障害を理由にサービ
スの提供を拒否するなど、不当な差
別的取り扱いをすることを禁止して

います。また、差別的な状況を改善
するための配慮がなされることを呼
び掛けています。
障害の有無にかかわらず、誰もが

暮らしやすいまちづくりに向けて、
一緒に考えていきませんか。

平成28年 月から「障害者差別解消法」が施行されました。バリア（障4
壁）がなく、誰もが暮らしやすいまちを目指す取り組みを紹介します。

〜「不当な差別的取り扱い」と
「合理的な配慮の提供」〜

第 回1

男女共同参画課
（緯354－8331 胃354－8339）

問い合わせ先

障害福祉課
（緯354－8527 胃354－3016）

問い合わせ先

【障害者差別解消法のポイント】
障害のある人への合理的な配慮不当な差別的取り扱い

障害のある人に対し、合
理的な配慮を行わなけれ
ばなりません。

不当な差別的取り扱いが
禁止されます。

国の行政機関・
地方公共団体など

障害のある人に対し、合
理的な配慮を行うよう努
めなければなりません。

不当な差別的取り扱いが
禁止されます。

民間事業者
※民間事業者には、個人事業
者、ＮＰＯなどの非営利事
業者も含みます

第 回1
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市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナーです。

ものづくりクラブ（ 月 日 橋北児童館）3 5
木工工作を中心に、異年齢の友だちと一緒に 年間頑張1

ってきた創作活動の集大成として、 〜 月の 回にわた2 3 2
って「からくり水族館」を作りました。小さなドアを開け
ると素敵な作品が登場。糸のこぎりやはさみで形作ったア
イデアあふれる作品が出来上がりました。

ばんこの里フェスタ（ 月27・28日 ばんこの里会館）2
萬古の器を見て、食べて、体験できる盛りだくさんの 日2

間でした。マグカップやおひな様などの絵付け体験では、
世界に一つだけの思い思いの作品が出来上がっていました。
また、特別企画として、子ども限定の電動ロクロ体験もあり、
未来の陶芸家たちが真剣に取り組んでいました。

今年度の表紙のテーマは、「よっかいちのいいところ」です。
四日市の魅力を再発見し、まちをより好きになってもらえるよう、「よっかいちの
いいところ」を紹介します。

今月の表紙は、昨年10月に開催された「第 回全国ファミ4
リー音楽コンクールinよっかいち」出場者全15組と、ゲス
トの天津市音楽交流代表団の皆さんです。家族の絆をテーマ
にしたこの音楽コンクールは、全国各地から参加者が集い、

回を重ねるごとに演奏レベルが
上がってきており、四日市の文
化力を全国に発信する役割を担
っています。

回目を迎える今年も、家族5
のつながりが感じられる演奏が
今から楽しみです。

お知らせ
今月から、毎月第 金曜日18：00からの三3

重テレビ放送「とってもワクドキ！」の中で、
四日市の情報を発信します。

魅力あふれるスポットや、旬のイベントなど
を、スタジオからの生放送でお届けします。

月15日（金）の放送では、恒例のイベント4
「春のワクワクふれあいまつり」と、 月に開5
催される「四日市萬古まつり」について紹介す
る予定です。

出出場ファミリー募集出場ファミリー募集！！
本選期日：10月16日（日）
申し込み： 月19日（火）（必着）7
詳しくは、■http：//www.city.yokkaichi.mie.jp/music/
または、広報よっかいち 月下旬号をご覧ください。4
■問い合わせ 文化振興課 緯354−8239 胃354−4873

グランプリには
賞金100万円

その他賞金・商品多数

第 金曜日の夕方は3
要チェックだね！

HP



■人口 312,261人［２月末日現在（前年比−286）］ ■火災件数 10件［２月分（前年比＋２）］ ■交通事故件数 873件［２月分］

４月上旬号広 報
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
４月１日から新年度がスタート
しました。フレッシュな新入職員
も迎え、職員一同、気を引き締め
て業務に精励する決意を新たにし
ています。
そこで今回は、よく聞かれるん
ですが、「市長って、日ごろどんな
仕事をしているの？」という質問
に、あらためてお答えしたいと思
います。私の仕事は、大きく分け
て次の５つです。

①判断業務
産業振興・環境対策・子育て支
援・教育・福祉対策・防災・文化・
スポーツなど、あらゆる分野の業
務について、会議などを通じて課
題を把握し、解決方法の最終的な
判断をします。
②営業活動
市の代表として、国に要望活動
を行ったり、市内外の行事やイベ
ントに出席したり、あるいは、本
市の魅力を強力にアピールしたり
する、対外的な営業活動をします。
③議会との議論
より良い政策や施策を目指して、
議員の皆さんと議論を重ねます。

④新たな政策の企画・立案
⑤デスクワーク（実務）など、
365日、土・日も関係なく仕事
が山積しています。
このように、多忙な日々ではあ
りますが、新年度は、ハードスケ
ジュールの合い間を縫って、でき
る限り現場に出かけて、市民の皆
さんの生の声をお聴きしたいと思
っています。

平成28年度がスタート

四日市市長
田中 俊行

ＡＳＥＡＮ環境フォーラムｉｎ三重

先日、ＡＳＥＡＮ各国の大使の方々が参加して、「Ａ
ＳＥＡＮ環境フォーラムｉｎ三重」が、本市で開催され
ました。
当日は、「ＡＳＥＡＮ諸国における持続可能な経済

発展」をテーマに、経済発展や環境問題などについ
て活発な議論が行われ、各国からは日本からの経済
協力の強化や環境技術での協力を期待する意見が多
く出されました。
一方、経済と環境を両立するまちづくりを進めて

きた本市の取り組みを紹介するため、「四日市公害と
環境未来館」を視察し
ていただき、私からは、
環境面での国際協力を
提案したところです。
このフォーラムを契

機に、多方面での交流
につながればと願って
います。

三滝川慈善橋市場がグランドオープン

「四日市」という地名の由来でもあると言われてい
る「市」。皆さんは、市内で１２の定期市が開催されて

いち

いることをご存じですか。
中でも三滝川慈善橋市場は、９４年の歴史を誇る市
内最大の定期市です。三滝川改修のため、存続が危
ぶまれましたが、多くの関係者のご努力により、元
の堤防上に建物が再建され、このほど、グランドオ
ープンしました。市としても、河川管理者の県と再
生に向けて協議を続けてきただけに、私も感無量の
思いです。
定期市の魅力は、なんと言っても昔ながらの対面
販売です。当日も、多くの人がお店の人との会話を
楽しみながら、採れたての野菜やまぐろの刺身など

を買い求めていました。私
は好物の三色だんごを買い
ましたが、皆さんも、ぜひ
お出かけください。

東海市長会（愛知・岐阜・三重・静岡の96市）の
会長として挨拶

講師の毛利衛さん（宇宙飛行士）
と歓談 多くの買い物客で賑わう市場
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